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ドアの片側から ISO に規定される加熱
を行ないます。加熱時間中に非加熱側
に延焼しないことが必要になりますが、
写真②の通り、既定時間加熱を行なっ
ても非加熱側には炎が出ていません。
試験終了時の写真③④を見ていただく
と分かりやすいですが、加熱側は炎で
真っ黒に炭化していますが、非加熱側
にはほとんど影響がありません。また、
写真⑤は試験時の炉内温度と扉の表
面温度変化を表しています。木製扉は
扉表面温度の上昇が少なく、加熱によ
る扉の変形も少ないため、火災時の避
難や救出を妨げません。木製ドア燃え

　ホテルを訪れて予約した部屋の前に
立ち、客室のドアを開けるときにはい
つでも「今日の部屋はどんな客室だろ
う」と期待が膨らみます。キーをかざ
してドアを開け、部屋に一歩踏み入れ
ると、もちろん部屋によって感想はさま
ざまですが、それでも自宅とは違った
非日常を感じ、体験することができま
す。今回は、この部屋の中の話ではな
く、廊下と客室とを隔てる「ドア」の
紹介をします。
　宿泊されたお客さまがそれほど意識
せずに使っているドアですが、お客さ
まが過ごす部屋の入り口ですから、ホ
テルのコンセプトやイメージに沿った
デザインである必要があります。ただ、
それ以上にホテルのドアはゲストを守る

「安心」と「安全」が必要になります。
特に今回は高級ホテルなどに使われる
木製ドアに焦点をあてて一枚のドアに
詰まった最新の技術を紹介します。

■防火・遮炎

　客室のドアは建築基準法によって必
要な防火・遮炎性能を備えています。
写真①は遮炎性能評価試験の例です。

ないの？ と思っている方もいらっしゃる
かもしれませんが、防火設備として認
定されたドアは火災時にも一定時間炎
を噴出することはありません。

■防犯・セキュリティー

　近年のホテルのドアの鍵は磁気カー
ドから非接触式 IC カードに移行しつつ
あります。磁気カード（写真⑥）はカー
ド単価が安く、カード紛失時などのラン
ニングコストを抑えられますが、非接触
式 IC カード（写真⑦）は接触部を持た
ないため耐久性に優れており、何よりも
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カード情報の改ざんや複製が非常に困
難なため安全性に優れています。さら
に最新の技術では、お客さまのスマー
トフォンを非接触式のルームキーとして
利用することも可能になってきています。
　盗難事例としてはドアの下部から治具
を差し込み、内側からレバーハンドル
を操作してドアを開けるような事例があ
ります、これに対しては、ボタンを押し
ながらでないとレバーハンドルが回らな

いようなハンドルも製品化されています。

■遮音

　ゲストに快適に過ごしていただくため
にもホテルの客室では一定の静粛さが
求められます。外部騒音や隣室からの
音、上下階からの音、設備機械からの
音など、音源は多岐にわたりますが、
廊下からの音を抑えるために客室ドア

にも遮音性能が要求されます。ドアの
遮音性能は遮音等級によって表示され
ます。音響透過損失試験の結果をもと
にしてその性能は T-1 等級～ T-4 等級
に判定・分類され、T-4 等級が最も遮
音性能が高いドアということになります。
従来ホテルのドアは T-1 等級が一般的
でしたが、近年、高性能化の要求が増
加しており、高級ホテルでは T-2 等級
のドアを、計画によっては T-3 等級のド
アの採用する例も出てきています。

■バリアフリー

　ホテルを計画するにあたりバリアフ
リー化は重要なキーワードの一つです。
一定規模以上のホテルでは、バリアフ
リー法や各自治体の条例によって車イス
利用者用の客室を一定数以上整備する
ことも必要になっています。客室のドア
については車イス利用に支障のないよう
に有効幅が規定されていますが、一方
で最新の商品では引き戸の防火設備ド
アも開発されています。（写真⑧）引き
戸は車イスでも利用しやすいことから弊
社が設計に携わった「星のや東京」で
も車イス利用者用客室のドアに採用して
います。木製の引き戸ながら防火性能
や遮音性能を有した高性能なドアです。

　今回の紹介は最新事例の一部にな
りますが、ホ
テルのドアは
日々進化・高
性能化してお
り、宿泊され
る皆様の「安
心」と「安全」
を守っていま
す。

写真⑥　写真提供：美和ロック㈱

写真⑤ 写真⑧

写真⑦　写真提供：美和ロック㈱


